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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛知県教育委員会教育長
新型インフルエンザに関する対応（第11報）について（通知）
平成21年8月26日付けで文部科学省高等教育局私学部私学行政課及び同省スポーツ・青少年局学校健康教育課から別添のとおり事務連絡がありました。
ついては、学校における新型インフルエンザ・クラスターサーベイランスの流れが一部改定されますが、現在、学校から報告していただいている「インフルエンザによる出席停止（インフルエンザの疑いの欠席）報告」についての変更はありませんので、従来どおり適切に対応してください。
なお、平成21年7月14日付け21教健第368号「新型インフルエンザに関する対応（第8報）」の記１の（２）のかっこ書きの部分及び（３）については、今回、新型インフルエンザウイルスの確認検査の実施が不要になったため削除します。
また、現在、流行しているインフルエンザの多くは新型インフルエンザと予測されており、二学期の開始とともに急速な感染拡大が懸念されます。感染防止対策として、「今後の新型インフルエンザの対応」及び「臨時休業の考え方」を別紙のとおりまとめましたので、参考としてください。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛知県教育委員会

○ 今後の新型インフルエンザの対応について
· 保護者に対し、登校前に児童生徒の体温測定をする等の健康観察を依頼する。
· 健康観察の結果、発熱や咳、咽頭痛等の症状があった場合には、無理をせず、登校を控え静養し、早めに医療機関に受診させるよう勧める。

· 各学級においても、登校後に健康観察を行い、体調に変化を認めた場合には、速やかに保健室に移動させ健康状態を確認する。必要な場合には、下校させ医療機関に受診させるなど、児童生徒の健康管理に万全を期す。

· 児童生徒には、「手洗い」「うがい」「咳エチケット」の励行を指導する。
· 教職員は、各自の健康観察を行い、インフルエンザ様症状のある場合は、無理をせず早期受診に努める。

· 臨時休業の考え方

　　学校は集団活動の場であり、感染拡大の防止に努めることが必要です。従来のインフルエンザ様疾患による学級閉鎖等の措置については、設置者が学校医と相談の上、欠席者数が在籍者数の２０～３０％を目安として実施されていました。新型インフルエンザについては、大多数の児童生徒が抗体を保有しておらず、集団感染の急激な拡大が懸念されるため、今後、インフルエンザ様疾患による学級閉鎖等の措置については、下記の目安を参考としてください。

なお、この目安は、現状の新型インフルエンザが弱毒性であることを前提としていること、また地域や学校における集団発生状況が大きく異なること等を勘案し、措置の決定については、各学校において判断していただくことを妨げるものではありません。
・　措置の目安

	学級閉鎖
	同一学級で欠席率が、約１０％となった場合

	学年閉鎖
	学級を超えて感染拡大のおそれがある場合

	休　　校
	学年を超えて感染拡大のおそれがある場合

	措置期間
	概ね４日間とし、状況により延長
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